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【はじめに】

透析患者の口喝感は､飲水の制限を余儀な

くされる事で,精神的にも増強され.最も大

きな苦痛となります｡

今回､当センターにおいて.口喝感の改善

と水分コントロールを目的としたウェット

ケア,(うるおいスプレー飲料)の使用を試み

たので､その結果を報告します｡

〔対象および方法〕

外来透析患者､男性 9名,女性 10名､計

19名を対象としました｡表 1に示した様に､

平均年齢 60.9士9.6歳,原疾患は 19名中,

8名が糖尿病性腎炎であり,透析歴の平均は,

7.1年でした｡(年齢､原疾患.透析歴は表

1に示す｡)

表 1 対象

年齢 原疾患

40歳代 3 名 慢性糸球体腎炎 4 名

50歳代 6 名 糖尿病性腎症 8 名

60歳代 6 名 多発性去胞腎 1 名

70歳代 4 名 その他の腎炎 6 名

平均 ー透析歴

60ー9士9.6 1-.19年(平均7.1年)-.

5年未満 . 目 名

5年以上 . 8 名

方法は,1週間観察期間をおいた後､ウェ

ットケアを2週間使用し.使用前と使用後の

透析間体重増加量 ･除水量 ･口渇感及びス ト

レススコアを比較しました｡

〔結果】

図 1のごとく､透析間での体重増加量は3

6.8%の患者が減少し､除水量は63.2%

の患者が減少した｡
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図 2のごとく､ 口喝感は,実施から1週

目に28.6%が緩和されたが.逆に増強し

た患者も57.2%認めた｡2週目では改善

は28.6%で 1週目と変わりなかったが､

増強した患者は28.6%に減少した｡
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図 3のごとく.ス トレスは､実施 1週間目

で 14.3%の患者が軽減し､2週目ではさ

らに.42.9%の患者でス トレスが軽減し

た｡

図 4の 透析歴別で見ると､5年以上の患

者よりも､5年未満の患者で,有意差はない

が､体重増加率が減少する傾向があった｡

図 5の疾患別では､糖尿病性腎症の患者に､

体重増加の減少が多い傾向がみられた｡

図 6は､原疾患が糖尿病性腎症で透析歴 7

ケ月の患者.Y･H氏の使用例である｡体重
増加量.除水星が顕著に減少し､血圧低下の

ない安定した透析が得られるようになった｡
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フリーコメント結果ではのどが乾いた時に

ウェットケアは少しそれをやわらげる効果

はあり.多少は水分摂取を減らすことができ

たと思うが､やはり水を飲ないと満足しない

とした意見が多く聞かれた｡また､普段は水

分摂取畠にあまり変化はないが.ゴルフや運

動時,及び土曜､日曜日などの休みや2日あ

きの時の水分制限に有効とした意見があっ

た｡

〔考察〕

ウエットケアは.全ての症例に効果的とは

いえませんでしたが､体重増加の減少に､著

効を示した例もあり,全体では 36.8%の患

者で体重増加の減少が得られました｡また.

糖尿病性腎症の患者や透析歴 5年未満の患

者に､体重増加率が下がる傾向が見られた事

で､このような症例には､ウエットケアが.

効果的である可能性があります｡ウエットケ

アを継続する事によって,口渇感の緩和傾向

がみられ,そして､口渇によるス トレスは､

実施 2週目で 42.9%の患者で軽減し､効果

が認められました｡しかしながら､厳 しい食

事制限と適正な管理を,長期にわたって継続

することは困難なことです｡患者のアンケー

ト結果から.ウエットケア使用により.口渇

感･水分摂取の軽減を示唆した意見がみられ

た事から､ウエットケアは､水分管理の動機

付けになり得ると考えられました｡

以上の事から､維持期の患者のみならず､

保存期や導入期の患者の水分管理に際し､ウ

エットケアが食事指導の選択肢になると考

えています｡

【結詩〕

ウエットケアを契機に､水分管理 ･体重コン

トロールが良好となった症例があり､ウエッ

トケアは,食事指導の1つの選択肢になりう

ると考えられます｡
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